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今回ここに報告しますものは、本市の1*4音flにあります三山木地

区で実施される大規模な土地区画技理事業にともなって行われた

発lliii ;u.~貨の概要です。

これに先立つて行われた試槻調査においては、事業地内から新

しく 4つの追跡がみつかっています。そこで今年度からLIl防|匝i

にあわせて発掘調査を行い、遺跡の範凶 ・性絡の解明に努めるこ

とにしました。また、この区域には 『続日本紀』にみえる奈良時

代の総てあるIlJ本吹が含まれる可能性がれその発見が期待

されているところでもあります。

今回の調1iでは、二又遺跡からは平安時代の建物 ・柵列の跡や

大きな井戸などが、 三山木ihL跡からは土絡がつまった弥生時代の

縦などがみつかるなど、京田辺市の歴史の埋もれた部分が徐々に

RJJらかになりつつあります。

最後になりましたが、今回の調査にあたりましては、 三山木土

地区副総理!事業関係の方々、土地所有者の方々、関係機関をはじ

め多くの方々のご指導 ・ご協力を賜りました。あらためてお礼申

しあげるとともに、今後とも埋蔵文化財へのご理解を賜りますよ

うお願い申しあげます。

平成11年3月

京国辺市教育委員会

教育長 村回新之昇
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l 本将は、、l'成10'1'肢に京間辺市教育委員会が行ったー又;n跡と三山木遺跡の発品I!調科目概

且・である。

2 調査は、京凶辺市が千Jう一山本地区特定土地区画撃理τH:.sにともない実施した。

3 現地<l'1J'iは平成10年11月9日にUi-J始し平成))年2t15)Jに終了した。

4 調査の組織は次のとおりである。

調査 1体 京間辺市教育委日会

調査立任者 京川辺市教育委員会 教育長 村間新よ対

調査指導 京初府教育委貝会 ・京間辺T!i:x.化財保越蚕員会

調査出当者 京)11辺市教行委員会 副会教育~ 鷹野一太郎

向 上 五出鰐顕一

制査事務局 ffiJlJ辺市教育委員会 社会教育課(謀長奥山 7，'1')

調世害加点 阿知波琢士 ・嵯峨山俊道・偏!日正 ・石m典生 ・布{凶英格子 ・出1クニr上

作業委託 金京都ill設協同組合

5 調子tを~施するについて、 Ji{ rf:!辺市.w設部区画整PIl諜 ・ ー山木氏幽盤1111事務所の協)Jを得

司 戸

'_0 

6 潟査則mJrjlおよび本市を作成するにあたり、次の方々からご教示を賜った。記して感謝L

ます。(順不同 ・敬称略)

lJ1橋*久-:" )f上満郎・磯野出光 ・肥後弘幸 ・5ド良嘉久 ・奥村消一郎 ・伊野近7百・

蒜F 衛 ・森島山雄・藤井控 ・植山茂 ・鈍}j正樹

7 継続する調子tを考雌L、二又泊跡 ・ニ山木i白跡の地灰訓りをhった。遺跡のJt丙に基点

(0，0)を設け、I拘束に60mfflを大地l理とし、その中を 3m}jl出の小地区とした。

名JI<点、は次のとおり。

て 又遺跡 X ~ ー 1 33 ，430 m • Y ~ー 19 ，670m

三山本ill跡 X ~ ー 133 ，550m ・ Y ~ ー 19 ， 610m

8 本??の執筆 ・編集は蹴野 ・ICFi磐が行った。
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1 はじめに

，;i:川辺diでは、r!i，li部の二山本地区において、約32加に此ぷλ;縦伎な土地l買耐強Pll'Il;!r 

を行うこととした。このことにより京川辺市教行委II会では、、l'成91日IJIから平成lO年

311 にかけて、い〈域内の試制調伐を行った。その結見~4つの新たな追跡が作1Eすることが
UIIIL->O) ，ー ふた 1f:; ~.4';1:う与.. . 

わかり、それぞれ血flllJJ地跡 ・二X泊跡 ・土谷有liiu跡 ・三山本地跡と名付けた。

、l'成10'1'5 11、拭抽，;訓伐の!点mをもとに市側と協議を行い、 rl'，十削に《わせて、追跡
の公j~!lJ 1山部分の本桁(f.Jなl訓告を11'うことと Lた。

ポ成10'1 凶:は 、 ~Xiû跡と三山本遺跡のそれぞれ一部が対象となった。制査は、F成10年

111191-1から制削を開始し、平成11年2月501に現地の，，1ftを終fした。

なお、 U1!!所有品目}j々 をはじめ、 =山本lメ両幣Pll'll務所などの関係機関、本中あるい

は雨天のなかl'li;!/3に従事された持さん、その他多くの方々の協力によってe制夜を行うこと

ができた。記して感謝したい。

第1図 調査地位置図 (5~ 1 : 15，000) 



2.調査経過

み:1:1::[立は、鉄道と泊路白 子定地で二又Jli跡と一。山木iti跡の一市幼対象となり、合わせて

約1.800nlの発品l日制査を行った。

調街地はこの地区を南北に走る附道八幡ノト下幹線の東側に広がる耕作地にあり、制円1/は稲

刈りを待ち、平成1011'.11J/9 Hから開始し、平成11年2月5Hに終 rLた。今年はド/jが少

なく、天候に必まれ、強行革ながらも比較がJスムーズに誠査を行うことができた。

調査はおよそ平成10年11JI から 1 2刀で二又治跡、 I~l くる て Z成 1111'. 1nから2月初まで云
1/1木itI跡と 2WJに分けて行った。

;又ill跡の調子tJi!JはJR =ill木駅で*西に分かれており、淵脊は幽帥lから順次行った。

丙側品.11'¥地は南北に長〈、まず両端で試掘fliu嶋田存:(1を確認Lたところ、 Jtは押;/ーと砂

のMでili柿がなく、 闘では厚いitI物包合問がみつかった。このため剖!出を少し変吏して、

Jtlll/ (1トレンチ)を縮小しトレンチを南にずらし (3卜レンチ)品川リを行い、約900nl

の卜レンチを聞けた。このfl.ll'i地は特に百1，1くが激しく、本没 ・崎町IV/務を防ぐために、本

jJiきをつくり、汲み lげ続けた。

内側調有地では、i出物包合同から多ほのill物がみつかっている。その 卜の泊I町師からは、

飛J.~時代か ら平安 If!j代までの多数のピ y 卜 ・ 上坑、満の他}] 戸(木制lみ〉がみつかった。

ピットの中には、建物 ・柵凹!として復原できる一昨もあった。

調企が一段議した12月初めからは、調査の続く井戸を残L、*側の凋企にかかった。 東

はJR・近鉄Ji日に2か所(固から4・5トレンチ)、台わせて車 560nlを品lin'/Lた。 4卜レ

ンチは、 M水は少ないものの、 L自物包合同は粘質で遺物も多くみっかり制削に多く の時間

を袈Lた。 i山町の数は少ないが、奈良時代の守1/り1'1吉川戸がみつかった。迫例制トげ後、

川戸を践し、次に移った。

5卜レンチでは、空阪のRfj1.との」世相合いのため、地物包含胞を北側約 1/31-，Lた状
態で元島11L、12H25clに契機による2担保を行った。その後4卜レンチの井戸枠の取 lげ、

会「ーー そして5卜レンチ由残り部分を下げた。ここでは

一

新たに木組みH-p21品(7/1¥1"・12/
'
持己)をみつ

け、調査の後、新1E始めに取り Iげを行い、*側

調子E地白調子Eを終えた。

二又追跡では、新年1) / 6円に記者発表を行い、

1 )j9 EIに凶側3別空地を対象として現地説明会を

第2図作業風景(三山木遺跡) 行った。

2 



第3図区画整理区様内遺跡図 (S~ 1 : 5，000) 

その後引機により 1トレンチ凶側の拡振と、 3トレンチの井戸側liの断訓りを行った。

JfJiはJI'Ji仲材の取り lげをしつつ、実測を行L、構造の似品!に努め、 IJlI9Hに完刷。 三

X.iu跡の引での淵併を終(1..た。

I )1 7トlからは Xii'I跡と平行して、南の三111本泊跡白調椛も1m始した。 l判Jt2か所に試

腕の卜レンチを断り!'if、7・ii'lmを確認し、中心東西方向に約300nlの卜レンチを聞けた。西側
では市機制円11中からill仰の一部がみえ、弥生土取が多くみつかった。精査を行ったところ全体

に跡中時代のillmがみつかった。順次侃り Fげ、 IrJ27 H:J.:機による型船を行った。その

後、阿側の伯化 I : ;r.~のJJ，まった滞を中心に調査を進め、 2)1 5日に全ての制1'iを終了した。

3 



3.ニ又遺跡

111 調査概要

-XiU跡のある -3.11，木地l耳目地Jf.iは、凶側白日肢から*の本il'川に流れ込む??賢-:"'j:川を

中心とする小川川白神戯作川によりできた半地で、砂州と却水が全域でみられ、*に緩や

かな傾斜をみせる。淵伐地のJ占本附Ji'は、 U~jから緋円 l、その下iこιl'近I'tの)('j(以尚色

~此以悩色、 I'/l、)があり、次いで山代のili物{!J合hv， (附祉i色〉と IJ り 、.i.lH!~[(l iになる o

1Y!"I'Hl'の試品"訓有では、 JR三三，1，本駅を1;1(み州側では 1に奈良時代から、f!.:ム時代、*側で

は、Ii.'t.'時代後陣lから錨β時代のiB椛 ・iU物がみつかっている。

偏向'1は泊物{!!{)jA'1IAIまでをifi機で、以トを人JJで行った。またみつかったiU構には、

制任年度 ・トレンチ ・吊リを聞nに述ねたものをiU桝舟守として与えている。
今In1白調伐では、刀1.1".111.，代 (71吐紀)に始まり、鎌.ct時代目"則まで白iB例 ・itI物がみつ

かり、広範川なiU跡白J民1mがわかった。

第4図ニ又遺跡トレンチ位置図 線数零"ト レyチ番号

121 トレンチ概要

1トレンチ Jti'4にある以も広い調布地。 XiU跡のほぼ中火北阪、 mJtl!TZに枕叫する。

iU梢1而はJt阿からI'N.!Uへ緩く傾斜している。iU梢，Mであるべ ス1¥:;';は砂質仁で、l判側では

粘質 1:に変わる。内sI')はMJJ<が激Lく、Aくを倣み lげ続ける必j!!

があった。

泊m，úiU可のH町民j色泣物包合Mは、 mこ1~. :1l~に 1'1 く Jf[抗 しており 、

m物が*IIJしていた。大半が L犯で、かなりの数rI tに放J<。昔日!if!

は、 l". r.rIi出 ・ ~lHH加を中心に、 !H色 I: l.) ・ 縦割1，陶加 ・ 灰和l陶部 ・

-4-

a d . 個
一第5図土馬実測図
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第7図 ニ又遺跡遠景(西から)

製培ilrA-瓦の{也、l'l，uI似 ・|lG(l)・|鋭寄がみつかっているロ奈良時代から平安時

代のものが多く 、なかでも総糊陶器 -，*覇Ii陶協は、、ド安時代初期のものが多t、。また、ムL

部・磁器も./'，'1みつかっている。

iumは、 ピy卜・I:N、Nttが多数みつかっている。ii:I捕はl帽半部にW'I'Lており、itI跡
の北限をl出わせる。ピy卜内からみつかったitI物は平'ム時代前期のものが多く、時期却は

あまりみられない。大明のピ y卜にはtJlH・iH析などが残っているものがあり、 出自は11

穴として他物 ・柵タirJに彼加することができた。桝は奈良時代のものがみつかった。

S0981134 IN部中央の南北方向の満。約7.5mのi止さを持つが、λ;ニl'を後代の耕竹消に切

られている。 l 師お ・ ~!üH加の杯 ・ カメなどのiii物がみつかっている。 荻良時代。

S8981296 "'~hltよりにある*問 21HJ (約3.1m) X出

lt 3 IilJ (約4.9m)の品川立m:l!物跡。束偏約6。の方向を
持ち、品切5-0.6mの打倒方で構成される。内部から」

刷ifm• ~SüH掠 ・ よ虫色上14がみつかっ ている。 三|ι安時代。

S8981297 'IJ;A!州附の制¥L村正t物跡。*州 3H¥J (約6.6

m)以L:x市lt21::1 (*，，49 m)、凶偏約4・の方向を持

つ。方J['，またはIJJJf;の制方は筏約0.8-1mを測る。11

穴には、側IIlIを八jijJI;に1MJ割りした、rr'i係0.2mのよい R 

H似が残るものがあり、北点制のものは*"O.6m分段っ 第B図 S8981297 柱・礎板

6 
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第9図 1トレンチ全景(北から)
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ていた。またその凶側では、杭の Fに礎桜が敷かれてい

た。内部からは、木材の他、 上nilî 1f.~ ・ ;.ri .lJI?:{ • !H色 Hr.~

がみつかっている。平安時代。

SA981298 中央凶より 8B981297の間にある東内方向の

柵タl跡。411¥1(約7.8m)以 トの脱偵を持ち、凶端はS日

981297の側方と重複する。 位穴郎分に炭の*い以色の里l!

止が入勺ている。うち東側2つめ白柱穴からは、ほぽ完

Jf3のm止TZJYポ(10)が横転した状態でみっかり、その
2つ丙帥lからは、把T状の鉄製品 (2)がみつかった。

第11図 SA981298

この他、 :1附:m・m.tJx出・1虫色j掠.1)(覇11陶協がみつかっている。
上記の泊4倍以外にも多くのピット ・上坑がみつかっているが、辿物

として復即するにはA勺ていなL、。 itI柿はIH ，'~i~に集中しており 、 illlJl

Lた住穴から、正II物"J;;をfllfJ.立も正IIて11'(したであろうことがつかがえる。

Jtや瑚 (2・3卜レンチ)の悌子から、!正l出は*凶方向(特に州側)

にi唖られるようである。

ツポ出土状況

tD-⑭2 
. .，・

一
第12図鉄製把手

実測図

2トレンチ l卜レンチにl判接する点曲目卜レンチ。地区別りでは、皿・ 1V・目・Xの出

却に当たる。ベース問は内から東へ傾斜を見せ、凶半部では粘質1:、低くなる点zlii耶は、

泊物包合間は1'1く~I:杭し、 ベ ー スli'iが粗砂にかわる。また粘:I:. 1i'1がl手く低似地の JiWiをみ

せる。

itI併は、内側は後代の耕刊に伴う梢で大半が削られている。，VfWi，Yi以外では、小ピット

が多い。Jft.n時代のt坑 .1Ntが中央付近でみつかっている。*半部に石の集配I点がみられ

た。これは、 長径約0 .5mの平石を中心lこイコが広がるが、 ~I 絡は1;1V Iである。

SK98277 中央市よりにある、経約O.7m、深さ約O.6mのUiLoI一回から l帥J慌の椀(12)

が、中肘からは、土師加の椀 (11)・須盟fZJの小、ノボ(15)がみつかる。!l!にl底部には、

先Jf3のI.n内部i山(15)がJE位で低かれ、西側 D"I'ーョ，明田-ーーー
に訓れた椀(13)が詰められていた。いずれ

も7世紀中町lのもので、 性絡はイ、明であるが

な凶的に是II納されたものと考えられる。

3トレンチ lトレンチ南町l淵査地で、 民区

の北点部。 l出褐色のill物包合同からは、平安

時代から鎌治時代のiti物がみつかった。治構

8 

第13図 SK98277 皿出土状況
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第14図 2・3トレンチ遺槍実測図

は凶1:，1;ぎわからj十戸田一部がみつかったため、-'I':科を知るためにINJt約 7m分を、西へ約

2.5m鉱桜Lた。

SE98301 3トレンチ両拡強部にある、illi制約6'白方向を持った本制lみ井戸跡で、 ILlf予

約3.6mの大きなJlli方を持つ。;!戸は 2!立刊 りn'Iされ、外側から Z• A • sとして淵抗を

9-



fiった。構造は全て縦板紺みで、 1'7い転111材を使っている。 1一部構造は不明であるが、 ド

市iの残りは良し、。井)，はそれぞれ内側にっくり凶され、互いの1m附はせまL、。

JドJi7.は品相]につくられた一辺約1.4mの)1戸。約0.2mのよさの柱をl叫別にiJ!て、縦阪

で川闘をi刑み)1戸側とし、内側は仮等を践にLてい1定している。下部には木材を制tîiわせ

た本t闘を持つ。 )I'J;側は合せ同の辺に肢を当てた二If(のもので、阜市'11，部を也!るようにつ

くられている。

制ブJかりは 1.:r.lji 1m ・ ~lï必端 ・ 灰車11陶;掠 ・ 総事11陶掠 (26) ・ 瓦 ・ 本片がみつかった。 1 師

" r.:iの'1'には、 rUIJIJと姐討されたもの (32)がみつかっている。 i立物は概ね911;紀中葉

のものである。

車問はI'!さがJO.08m、幅約0.11-0.16m、長さ約0.6-0.75m

の材木にホゾ穴をあけ、ダボで凶作約0.7mの射状に車11んだも

の。外品l卜部には、 j事長と也1われる虻i物を2本撚ったものをタ

ガと Lて2段姐らせ、棋で同定する。底部は、雌 (梨イ'i)の府

で、ノド材の Fn1)とレベルを合わす。 iB物は、 l' r"fJぉ ・w山田t-
本製品の(也、 底Ilúの~イ11白卜から和同間体 (68) がみつかった。

この本間は、)1');が廃車されるまで使川されている。

面司恥?
C二ごご三コ:

. 師
一第15図櫛実測図

JI'); ̂ 1.、Zの内帥lに縦仮をiliらせ、内自11Iを伐木でloi定Lた 辺約 1mの)1')・である。

Zの破lfIにflいっくり臨されたものと山われる。以も残りが政い。川戸側の縦肢は制約0

25，......O.35m、1'1さO.05mの阪で、水市1の外側半ばまで人れられている。また板には r@J

の1I刻印を持つものが、4枚、 6かj肝みつかっている。 JI');側の内側には|下2段の鈴本

が残っていた。止段は半裁した丸本を川い、ド段は一辺約0.1mの1(1材を川いたホ ゾ組み

の枠である。

ilI物は小j干のみであるが、 |二郎11;tJ ・ ~JUH出 ・ 灰唱11陶お

がみっかり、jtJ; filllのよu外 (Z- 1̂11J)からは降、|久本出
(69)がみつかった。

)1，，'日は、 A白内側につくられた一辺*，JO.8mのJI戸。

」七点 ・尚附の2附に肢を住て、縦板を創らせ、内側を伎

本でIln;;:している。ょliの)1戸仙11-1はなく、 INJtの側肢が

内に倒れた状態でみつかった。 2 本の院は従事~0.2m 。

側肢はー弔で、!l.lには緋い紋が当てられている。陶板が

*，JO.7mの恥iをfJfつ他は、約O.2m将伎の縦阪で、 I'iさは

約O.05mである。 JI');側内からみつかったi白物は少なく、

むLろ倒れた阪の上lui ()先~II与のliH上)から地物がみつ

10 

第16図 A井戸側の打刻印
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第17図 SE98301 (Z • A)実測図

かっている。 特にIN側でみつかった完形の

I:n耐W，{判、2枚 (16・17)は、Jf戸の廃.!¥jに

伴う然記に使われたものと思われる。また

出ドMからは、 本製の随(3・4)、*側

から餓位仲代 (70)がみつかっている。こ

の他t:白Ii:r.{ ・ ~ti恐慌 ・ ~U色士 6ri ・ 民高h~域5 ・

瓦唱がみつか勺た。.iu物は10世紀初めのも

のが多くみつかっている。

)1戸は、治物にみられる時期是が少なく、

使川期II¥Jも短いようである。 91世紀中葉~

r叶叫 i' ・ lll.~911 I X ・ 111.~ 1I8
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第18図 SE98301 (8)実測図

第19図 SE98301(東から)

1 OIIflcI!Miのもので、 北側l卜レ ンチの他物等に付随した施設と出われる。またこ町井戸

は、 1mを組える大引のものであり、転川されている木材 も良質昭校 ・似材である ことか

ら、付近にこの木材を使川 した大唱の建物の存証が:Il頃2される。それは、北側白建物等白

-11ー
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2トレンチの点側にJ4トレンチ

寸←R -'1 il4-:駅を挟んで*に('1'びるトレ

ンチ。地lメはIV'V'X')(]の境糾

v・-，・・nベ ス附は、丙から見iへにさ1たる。

f"11かに傾斜する。附相色町jiJ物包合

川は、千五'11.，代の辿物を合むがiW<、

ilt梢IIIi1の注んだ所には附灰色相ii'1

lーが奈良時代の泊物をm 、 ~I: !.'lLて

これはこの地以白.i.li械との|則いる。

係によるものと山われる。泊梢はピッ

Y"'-19.00 トの他、内側ではJfJ;が、中火から

.*にかけて!}!{状回帰 1:とそれに伴

つi，VJがみつかった。
qJ !Jとから点に伸びる71ft。SD98425 

ilG UIJ &'-1 4。で、wiif'.l1 m、miさ0.27

m、長さ14mJi.(1でよ紅白壁に続く。

I判jtに2本の構がある。 jt消は市を

"
 

"
叫x

 

Y__19.4・0

迎物包含層

- 迎備

• 

y -- 1~. ~50 

'"附

切り、約1O.8mの長さを持ち、 uH担

4トレンチ遺情実測図第21図
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4トレンチ全景(東から)第20図



手前で終わる。この術はJt接する.::I.:.¥:{状のi1l梢SX9例42に付随するもの

と布えており、ノド米は卜レンチ中央でrl-i折する 1以に沿っていたと止lわれ

る。構内からは、奈良時代の1:制球 ・須忠協がみつかっている。

SE9B429 内側にある制りl'lき川戸。揃方はItWIJtiでl生徒3mJijJ、¥¥i13¥ 

2.5mJt*にテラスを持っている。nr'側はIU径約I.lmの丸ょを例りはい
てつく ったもの。厚さは約0.07m、上部は失われているが、 卜部の伐りは

b!く約1.9mが妓る。 内外 lfiiの)~Il 泌が明瞭である。 Jtj-， 帥!の l二部には孔

が8筒所聞けられ、孔の出には舷やイ1が当てられたものがある。JI'}'Ji!;は

Il'c.. 

s 
。

第22図
斎串実測図

ji-)0.5 mのl干さで'!il7iが詰められていた。

i1l物は、 内部から土師出 ・ ~!üH :r.iを中心にk ・ 製塩1 器 ・ 七飯の{也、 」二
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第23図 SE9B429実測図
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同からは知革、中w:から祭杷にmいる斎司令(5 )が 3 校、 ほの~7i ，，:U:から柏阿開局、 (7 1)

がみつか勺た。倒方からは、 土問i;出 ・ 1Jill1探 ・ 製瞳 1 器 ・ I:~事 ・ 本 1'，がみつか っている。

奈w時代後半。
こ白他、トレンチ*部では;nï，~ffri 1-，づから瓦出椀の入った複数回ピ y トがみつかった。

これは東隣の5卜レンチに燃がるものと盟、われる。

5トレンチ 1il: も wで VI5(に位向する。ベース府は北から商品iへ航~.1 してゆく。 D'Uーの泊

物包合制はÎfiに l平く ~I.杭する。地物は土師;f，{ ・ 瓦AAが多くみっかり、 5見thzt - ，T磁 . L:I磁・

鉄製品もみられる。 iに鎌ii時代初期のもので、試術調査の成以と 致する。

治構は全肢からピットがみつかった。小ピ y トが多く 、ij!物の復原等充分に検討できて

いない。北側では、Jloriが22まみつかった。時期は11.';.ピット共に飛日時代 (7世紀)

のものと、平安時代後期~鎌倉時代前半(12・13世紀)の大きく 2時間lに分けられるが、

ほとんどは後者である。

SE985145 北部にある11戸。 /1戸側は西側約350 の方向を持つ。凶附に駐を主IIて、横似

を廻らしたもので、 1車両が*"O.9m、尚北が約O.7mの長方形である。Jlii方は，1(径約3mの

円形で*帥lにテラスを持つ。 Hは従I!ρ2mの太さで、似元部分に半裁した丸木を伎とし
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第25図 SE985145実測図 遺物"見通し
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第26図 SE985145(西から)

第27図 SE985145 (南から)



て扶み、[，1，1J.Eしている。JI');slIJは3段分残っていた。下

段は制~.ρ6m 、長さl1'jO.8m、l早さ約O.05-0.08m白j平

い阪で統一され、四方が残る。上部側仮は北・同のみ妓っ

ている。般の内側はT'1JIにつくられ、外Ifliは111<iii見艇

が残っている。

地物は上1Mから、 I-_r.，(.;; ・ ~lü!.t様、 内部からは、完形

白須山総ツポ (56)や、ド胤 (57)がみつかった。晶i方か

りは、 ~Iü!.( ;r.)J¥以外ほとんどみつかっていない。飛鳥時

代(7l!tl己)。

第28図 SE985122 (東から)

SE985122 トレンチJt凶端のJt-)-;。正南北の}j向を持つ。長さifjO.5m、厚さ*，jO.02mの

119 ~、横肢を、 一辺約0.35m のセイロ形に組合せ、的み l げている。内側にはmU'jO.34m

の出!物を杭み Icげ升戸側とし、出tfUJをあけて、以下部にも1111物を人れ、水市lにしている。
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第29図 5トレンチ遺構実測図
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防阪 ・ 11u物は 3 段分践っていた。セイロ剖lみの横綬は 1 1f 1物を[11，1定し保護する役:~Ilを且l っ。

横板とIUI物との隙11:1には制い抗や石材が入れられていた。

;n物は内側から 、 完形の瓦Z)椀を始品、|自lj (，~ ・ 創立，(f.:i ・ 1ニl磁が、骨i! :1ïか らは上nl!î r，:i ・

m恕;r.{・瓦v，:{・(11逝・本製JJIがみつかっている。セイロ外側には補強のために、I11I物の氏
板 ・出兵士号が当てられていた。

SK985101 ほぽ中火にある点的約0.6m、南北約0.18m申柑状の l坑。内部から完Jt5品を

合む瓦保椀 ・1111、t町I25がみつかっている。

131遺物

今回白調貨では、 i品物包合肘やi立構から t.. (，~ . L:.製品 ・木製品 ・木材・ 銭1'1・鉄総 ・鉄

作など大l立のitI物がみつかっている。出二i 点数のほとんどを 1 1 ; めるのが I~. ;r.{で 、 Icffili総・

~Ji恐慌 ・ ，l;H色士 25 ・ 料有h陶ffij o 灰納町1m - 瓦部 ・ 船人催日4 ・ 瓦 ・ 製指 L探 ・ 」鈍 ・ IJ!~な

どが、本とのわせ、コンテナに約150柿みつかっている。主なZJRIは、上向ij.器 .~]ün端 -

1i1lliが多L、。 1器由うち、縦軸陶山 ・灰有h胸協の内める割合も比較的1::)~、。また 4 か所の

)1'1 iからみつかった村 ・仮等の構造材は、 A型のものが多い。刻在務.E!-.MLj.lのためIU，拙はJ

なill柿の 1;出に止めている。

lはlトレンチ南部自治物包含Mからみつかった.u日の刷用lである。 2は8A981298の
柱穴からみつかった把手、鉄剣のものと，1J.tわれる。 3・4は3卜レンチの井戸8E98301

からみつかった木製の櫛である。 5は4トレンチの引り1'1きJlT'8898429からみつかった

斎串である。

6-9はl卜レンチ白88981297のtl穴からみつかった上加である。 6は円筒16.0，mの

Lflijiお杯のrl緑郎で、内部に沈線状の段を持つ。 7はiJj忠掠のツボ岐部である。8は烈色

上部カメ。内mで口従12.1cm、 rl総邸内側にはヨコハケがされる。 9 は nf干 19.2CIT の~，U色

l 訟の腕である。内出で内1mにヘラミガキが施される。 6が日世紀の他は、 9世紀末から

101世紀初めのものである。

10は8A981298からみつかった;JUL1%{。円筏6.1Cm、協同20.9，町のツポGで、1ftきは111く、

I:JiI斗色でやや軟質である。阿部にI白主主があり、半身に以をかぶる。 9世紀。

11-15は、 2卜レンチの上坑8K98277からみつかった上総である。 11-13は、 上自li総

材、 11は口径9.2cm、日日l;J1約2.8clIlで、淡槌色である。内1(liには一段放射状附紋を施す。 12

は、 11径13.0師、器i:'~3 . 5叩で、 淡褐色。 仁l縁端部の内側に段を持つ。 l勾 IfIiには一段放射状

陪紋を施し、外1(11は指オサエの後、ヘラケズリを行っ。 13は、赤札j色で、口径16.5cm、Z4

，~j5 .0cm のもの。口縁部は、 - n内側に肥早し、 端部をつまみ上げ段をつくる。内 1(;; には

一段般射状Uii紋、見込にはラセン状陪紋を施す。焼きは良好でfan、IIt1も他の|器に比

16 
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1 十三重ア調

h 

1トレJチ 6 -9 56981297 土防器杯 (6)、 須恵帯、ノポ (7)， 鱒色土努力:J. (8) -1ft (9) 
10 5A98I298 須恵器ツポ (10)

2トレンチ 11-時 SK98277 土師器使(I1-13) 皿(14).須恵替ツポ(15)

3トレνチ 16-25 5E98301B 土師器綜 (16・17) カメ (18・19)，須恵器カメ (23-25)、反戦陶鍵倹 (20) 皿

(21)、黒色土器鈴 (22)

26-32 5E98301姻方須恵器、ノポ(2旬、畳・土器 (32).録紬陶器皿 (26) 灰軸陶穏健 (27) 黒色土
器カメ (29)・血 (3ゆ〉、 !I'j塩土器 (31)

第30図遺物実温l国11
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べて*/i縦である。 1 4 は」印þ以iIl Iで 、 口保25 . 0cm 、 お1~:j3.1cm を測る太型のもの。淡悩色でや

や軟質である。門紙端部 hlliに而を持つ。内部は一段政射状附紋を胞L、外ffliは威内11にへ

ラケズリ、II縁tfflに制1結な横方向のへラミガキを胞す。 15は、"i珪1掃の yボである。 I-Ii韮

1 . 0cm 、 ~{高6.2cmの小明のもの。 こ れらは 7 世紀中頃のもの。

16-25は、3卜レンチの11'1; 8E98301日内側からみつかったt加である。 16はrl従14.2

cm 、 日~，':~3 . 1 cm 、 1 7 は 11径 1 3 . 8cm 、 ~i ，::~3.0cm のi 刷l総判、である。下似ね成JfJで薄い。内外

l(iIには指オサエ艇が、見込にはハケメが残る。 1，縁1叩はヨコナデされ、外反させた後小さ

く上につまむ。 1 0 1 1ト紀初めのものである。 18、 1 9は UIIHr.~カメの | 半期iで、口従 1 3.0cm と

19.6cruのものである。 I1鋭部はヨコナデ、I;j;部外l師は、18はへラケズリ、19が強いハケメ

が施される。 20は円径13.6cm四灰制l陶:.f.{腕、21は口任12.2cmの灰靴陶:miIllである。どちら
も円縁部である。 22はよ11色 Uf，{の鉢で、 日係 1 8.6cm 、 内 ~Hである。 23-25は ~Jf必加のカメ

の I 1鋭部である。 23 と 25の外Ifliには深いタ タ キメが、 内 IIIiには同心川状の~てH泌が妓っ

ている。 Jl"T;内部からはjーに911持己主から1011!1cVJ]ijiのI掠がみつかっている。

26-32は 889830 1晶i :1Jからみつかった上限である。 26は円径15 .4 cm 、 ~{;:~2.8cmのti利陶

山iIllであるロ IL';り付けの輪日台を持ち、断Ifl]は灰色で焼成はla1'1。内外IIIiにへラミガキを

行う。仙台版I(tj以外に淡緑色白車IIを施す。 9世紀中頃の1+[梅雌である。 27は以制!陶;討腕毘

却である。 11合tはi;liJ:J(!lで、クチパシ状の仙台を持つ。 28は円径9.45cmのなun然。 主ド刷の

口鋭部と且lわれるロ 29は円任1 3.4 cm の :.u色 j-. f.:~ カメ白口鋭部。 30は県色 lこ加の低出11で、 外

にふんばったllIJf?を持つ。 31は口符8.3cmの製庖 l::r.i。前褐色で、内1111に布日が銭る。 32
1ー

は斗h!:-+'f.:{で、l附即日判、の底部。外lliiに「問対」と読める鋭部がある。制方からは91什紀

中Aの I械がみつかっている。

33-39は、 4トレンチ 8D98425からみつかった止器で、33-381HJj忠15;である。 33は

円i主J1 .2cm 、 日~，':;j3.3cm 、 34は円径13 . 3cm 、 協同3 . 5師、 35は円符 15.0cmの判、 A である。 36 は

円筏15.2c皿のフ夕、37は祁B底部で、方)fJのl砧り付け山台を持つ。 38は口i干14.1cmの鉢で

ある。 8 世紀後半。 39は I '. r. ， ~f.:{杯で、 rl 径 J 9.2cm 、 出品約5 . 0cmを測る。 口車~;'叩は緩く外反

させ、tJ却を小8くlにつまむ。内而には一段l直射状昭紋を施す。 81世紀。

40は 8D98427の明占 j-. f.:iで、 日係1 3 . 2cm 、 器市3.4 cmの ~Iün f.:i ~':{\の底部に ~~J ~I f がある。

8世紀後 1::'(1

41-46は8898429からみつかった土保で42が須恵協のほかは土師探である。 41は上Ir!iか

らみつかった、rI径14.5叩、日目l苅2.5co:のnuで、緩く外反する口縁部を持つ。内1111には一

段l直射状附紋を、比込にラセン状峨紋を施す。 外而は底日:11へラケズリの後、 全Iftjにへラミ

ガキをfj つ。 42は円径 15 . 0cm 、 (r，i l::~2 . 0cmのなi忠告:{の IlIl。門紙外部には、 強いナデによる段

を持つロ 43は!寸従15.8叩、rdGb27cmのIlll。体f引を緩く内野させ、rIHI品川を丸く収める。
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外Ifllは口級品liff}以外ヘラケズリを行う。 44は円係14.0cmのカメ 1:.半部である。 l悟減が激 し

い。45は口任12.8cm、24db34cmの椀である。 外出は企1(11にヘラケズリを行う。 46は内野L

た円紛z閣を持つ腕で、円i王!3.2cm。休部外市にへラミガキがされる。
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一4トレyチ 33-39 5D98425 土師器解 (39)、須恵器杯 {33-3回 ーフタ (36• 37) 鈴 (38)
5D98427 置書土器 (40)

41-46 5E98429内節土飯器血 (41・43)ーカ〆 (44) 健 (45.46) 須恵器皿 (42)

47-52 彼方 土師器綜 (47)、須恵器フタ (48)・綜 (49・50)・ツポ (51)・製泡土器 (52)

5トレノチ 53-57 5E945145 内部土師器倹 (53)ーカメ 〈切れ 須恵器ツポ (56)平煽 (57) 銀方 Z真意器杯 (5~

で:l.c)と

一←ー 1 
r 
r 
ノ
ノ

'""'-

o 

第31図遺物実測図(2)
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47-521;1 SE98429の画i方からみつかった」器である。47は胎Jが淡赤制色白腕で、 nj.不

13.2畑。休部にmオサエ叫が残る。 48-51はm恵総である。 48は口保15.4cmのフタ。 49、
50はHAである。 49は日経13.4cl1:、探品4.3叩で、口総端部を緩く外反させる。 50はrH干

12.7cmo 51は胴筒7.1cmの小l~~"/ポのド半日11である。 52は従11Acmの製極 LJ桔である。内外

1mには桁オサエの痕が残る。銅1Jili物は8世紀後半のものである。

53-57は5卜レンチの+1戸8E985145の l器である。 53、54、56、57は)1戸側内の上保、

55は制方からみつかった土器iである。 53は一l師加の腕で、円係1O.7cm、器品2.7cm。内ffiiに

は一段放射状附紋を施す。 54はl:r.l!i1出丸底のカメ。口筏12.2cm、:fri高14.2cmを測る。 [1鋭

部はヨコナデし、内側は11緋部から休部にヨコハケを行う。外I.iは休刊11'_半部にナナメハ

ケ、 Fこ|一部にヘラケズりを行っている。 55は口径9.0cmのm.¥l.i総の杯身である。小さな立
l りを持っている。 56は口径1 1.2cm、お日15.5cm~測る須止((，;4'/ ポで、少し焼きがけ〈、

全体に淡灰柑色である。 [1縁却はわずかに広がる。日前日にはカキメが施される。休部は丸

〈底部までヘラケズリがされる。底郎は丸丘であるがl(iiを持っている。内的!はナデにより

~l略され、 ~TmにJ11色の付Jl物がみられる。 57は1Iül.-r:器の平版で、円鋭部の大半を欠く。

以j:!)は19.1cOlで、nl長J約7.6cmの傾いたrl緑郎を持ち、 !Jをノkきく ';JQHIした桁円形に近い

丸い体部を持っている。底部は、ドらで、!J部JCJÍIÍカ王子tむ。犯手~は持たない。 i本部外ïlìiに

は広くカキメが施され、 ドド部には向然現Ii、車IJB物が付析している。これらの 1--協は7JI十

車己のものである。

58-63はSE985122の上限である。 60、61、62は)1'1コ枠内からみつかっている。聞は口

符14.8c問、出向5.2cmの且;JfS腕である。口縁s叩は外反させ、組問i内側にt¥;線と段を持って

いる。休部には指オサヱ泌が残り、底部はl草〈高台は三角形に近い。休部外市!には体冊目全

体にまばらなヘラミガキをfi"l¥内I町には綿密なへラミガキをfiう。』よ込には、簡時化し

たラセン状附紋を施Lている。大相1>室。 61は束防系;tut(部の鉢で、 ni1'24_2"である。 62

は中|吋製のじl儲山lである。 rl従は8.6叩で、全体にやや緑がかっている。内市lに櫛揃紋が

施されている。これらは121!t紀中凶のもの。

58 、 59、 63は品d万の上部である。 坊は口保14 . 2cm 、r.:i~苛*，12.2cm の 1--阿保l皿であるロ口縁

部は両立し、端部は丸く収まる。 59は口径14.8cm、;r.41旬5.6cmの瓦器i腕である。口縁部はヨ

コナデにより、やや外反L、内側に沈線を施すが、顕苫な段は持たない。体部には、指オ

サヱ艇が残り、底部には外側にふんばった日台を持っている。休部外IIiiには怖に、内ifliに

はより綿#lなヘラミガキがなされ、>.L込にはラセン状附紋が施される。 63は中国製白山磁

腕である。 日経 14.0cmで、全体にやや尚色がかったじI~事Iiが施されるロ これらは 12世紀前

半の 上総である。

64-67は81<985101からみつかった上慌である。 64はJcn"v.:1の肌で、口筏12.4CIT、出荷
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5トレJテ 58-67 SE985122内部瓦器健〈曲)、 須恵器鈴 (60、白磁皿 (62)
復方 土師器皿 (58)友器慎 (59)白磁椀 (63)

SK985101 土師器皿俗的、友器健 (65)血 (66・67)

第32図遺物実測図31

2.0個。底部よりやや以いn鋭部を持つ。 65はu
筏 1 3.9cm 、 日~1:':j5. 1cmの血;掠腕である。 口総端部

内側に段を持っている。体部にはmオサエ痕が妓
り、服部には--'.I(Jlf:iの74fTがMりつけられる。 体

部外，lIiには全体にまばらなへラミガキがされ、内

Om 

h 
a 

部は制iキ;に前かれる。比込には簡略されたラセン

状Rf'f紋が施されている。 66、 67は瓦;r，~皿で、 n任

は9.Jcmと9.9聞のもの。口緑目叩はヨコナデにより

外IxL、底部はィ、:m棋で桁i凪が妓っている。見込
にはジグザグ状の附紋が施される。 12世紀後半の

ものである。

SE9S301 : 68-70 SE錫-429: 11 

第33図銭貨拓影

3トレンチと 4卜レンチの)1'戸からは、 I :: ~{ ・ 木製tIAの他、 銅銭がみつかづている。 68

-70はSI;98301からみつかった。 68は和同開略である。同筏2.4師、 n出Jを「附」に作る
新和川と呼ばれるものである (708年初鋳)069は降、ドホ刊である。lUl干2.55cm(796年初]

鋳)070は俄伯仲代である。直f干L8cm(859河 村j鋳)。 残りが，;m~ 、。 7 1 は SE9制29からみつ

かった和|ロWN略で、 II'H子2.45cm。政も9->りが良L、。これも新和川である。
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(1) まとめ

今聞の調l'tでは、飛鳥時代から鎌合時代のiS桃がみつかった。 又iS跡の品村!の制奇で

あり、成mを時代毎にまとめ、今後も継続されるi自跡白調査への備えと Lた¥'。

飛鳥時代 完115の土問lrA聞lが底に埋納された土lft:や構(2トレンチ)と、横仮組みのJ(戸、

ピット (5トレンチ)がみつかっている。土坑からみつかった土器白t.jJには白域で使用さ

れる赤い土保が含まれている。部との関係を符に持った存荘が考えられる。また~tJ ;には、

出径O.2mを測る太いl師取り された村や、厚い阪などの使用された木材から、 Lっかり L

た建物の存杭がうかがえる。

奈良時代 士裂状の帰一|ーとそれに伴う滞、制りl'tき}j戸 (4卜レンチ)、士師掠 ・5血忠掃

の怖やカメなどがまとまってみつかった鴻(J卜レンチ)等がみつかっている。また巨大

江制りnき』戸と斎刷、その*でみつかった掛合 h器等の存在は 般のw訴とは巡った集
団の存在が与えられる。

平安時代 主に西側調査地から、 住 ・ 礎板の残った~物 ・ 柵タ1)、 ピット群( 1トレンチ〕、

3重構造の縦板組みの井戸 (3卜レyチ)がみつかっている。建物 ・柵子1)はt!Ii干O.2mの

住穴を持ち、底に掛石 ・礎板を敷いたものである。抽i方内部から半安時代前半の|器がみ

つかっている。また闘方自車複から、建て直しも確認できょう。また21l1'作り[白された井

戸Zは、 ltl径約O.2mの村をもち、井戸側は一辺約l.4mを測る大理10)ものである。特に)(

戸 Aに使HJされた木材はT1事に製材された!事いもので、ほぽ同規略。側仮には打刻印を

持つものがあり、ill物白床に使われる歩板と!』われる。これらの木材は転用されたもので

あり、ここからは沫敏を持った建物が近くに存在していたことがわかる。地物包合間の施

紬陶器や円間叫 ・瓦、引戸綱方の挫韮討結なども合わせて、ここには官術的判絡を持った

施設があったと考えられる。

平安時代後期から錘窟時代 5トレンチを中心にピ γ 卜群 ・rllr物井戸がみつかっている。

ピソ卜併を建物に復似することはできなかったが、何事uかは建つものと思われる。山物を
使った)(戸は小型のものであるが、12世紀の完形の瓦W，i椀・ i土l磁などがみつかっている。

治情や地物包合間からも土sili{r，i・瓦器や中回目却のft磁 ・白磁が多くみつかった。ほとんど

が12-13世紀のもので、木11'111のホ迎によってi1!び込まれたものと出われる。この時期拠

点となる集結が-33に営まれていた可能甘がある。
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鎌倉時代以降 以降時代には全域が耕作地になっているようで、緋作湘以外の治構はみつ

からなかった。

奈以時代、この地域には胡I(平城京)から大宰K.Iへ続く山脳泊が都備され、今回目剥干E

地の凶側にある附道付近に道が主!定されている。

また、引1銅 411:(711)に設世されたと 『絞H本ICJにある山本駅は今岡の調査地の南

点にある山本集部付近と抗ti:されている。

このようなことから、今[h)の調査は訓常にJVJ待されたものであった。

4トレンチからみつかった奈良時代の上以状椛上と械は駅の施般にl凶迎した築地基礎部

分と築地雨桝ち柑とみることもできょうが、断定できない。

この場合、築地の北内向がみつかったことになり、 l~hU側に ffi物苛;0)胞殺が推定される。

ただし、同11，即l白切り1'1き井戸は築地の外側ということになる。

いずれにせよ、山本駅推定地付近で奈良時代のi自構がみつかったことは太きな成県であ

り、今後の調伐に期待される。

なお、仰が、v城県から長岡京へ移り、山崩道が長附htを起点とするようになると、J江川
辺r!i内てFを泊っていた部分は'p，道から 般道へと変化する。こ町ことにより、山本駅は廃

tIされたものとJ11!解される。だが一般道とはいえ、IH/;11へ至るすl~告げる道であ勺たと考え ら

れる。内側調査地 (1・3トレンチ)でみつかった..l.j'.安時代前JQJの1イ術的胞設は新たに設

出された111本駅の機能を継承した施設であると考えたい。

-23-



4 三山木遺跡

111 調査概要

ニ山本泊跡は開発地域の中央からcN凶部にかけて広がるill跡で、州側山崎地t<の1;:陵か

ら帰り11:¥したJA三山本支出のあるfT地を中心に点、ド地へIrlrcfる。調査地は、台地のI首制

部分でiii跡の南端に似位する。

昨年度の試侃調tまでは、弥'1一時代から中l止のよ部がみつかっている。

まず、調街地の南北に試Ui;坑をあけて附{立の臨訟を行った。南北ともに山jfな山代のiii

物包合附を持っているものの、安定したi立構I(iiを見山せなか勺たため、F定より少し州に

ずらし約300nlの卜レンチをあけた。

i邸時I而白地形は、北側のfT地からの員王将は少なく 、 内側がA止も仙〈次いで~羽田が低くなっ

ている。 )J本 "̂;Jiはぷl(ijに耕作|、次いで"Tt灰悩色白I.IJ・近世ill物包合M・氏褐色白山代

iii物包合同が続き、そして泊柿而l白上が附褐色の事 ;~I:J時代itI物包合同となる。このうち弥

生時代の包含肘は、少し:lhいil9側にl官く堆杭している。東側はi射的はあるが弥生時代の辿

物包f.;肘はほとんどなL、。 ill桝而は砂切であるが、同部はキメの細かい五定した{41E色白

iti梢面を持っているのに対し、*調lは附灰

色白相lい砂質」で安定していなL、。

造物包含hYiからは、 l』生|器四他、fcr.ifi

日it ・ ~lî!J.l(，Hなど奈þ![[年代から平安時代の上

保が比較的多くみっかり、わずかであるが

古治時代や中l!tの|器もみつかっている。

.ii'l捕は全て弥't11与代のもので、丙側では

l :r.:~の話まった湖、東側では土間が慌たわっ

た上坑士号がみつかっている。 i自物はiiif捌か

ら中則前ドの lお・石原の他、縄紋よMや

LE内式上掠がみつかった。

121主な遺情

今回の調査では、弥!t時代前月!からq，JQJにかけてのill椛 .itt物がみつかったロ丙側は腰
高が高いものの、 後代の~1S曹をあまり受けておらずill梢 ・ 泊物の ill存状況は良い。反対に

東側では、弥λl時代のitI物包合同がなく 、迫梢 ・ill物は 1:.:方を失っている。

以卜主なi自械を附巾にみていきたL、。
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第36図 トレンチ全景(北から)

SK9814 JI(側にある&i1i約l.7m、短徒約1.3mの北西に

傾く卵却の|坑ヤ内部には北西に yポ底部が、全体から

は上~古川が詰ま っていた。みつかった l 誌には、 数条の

!);戸線や J~' i り付け尖，a~を t;'j:つ破片もあり 、 弥生時代前期後

半の特徴を持っている。

SK9816 JI(仰lにあるI正作品，O.7m、灼i干都]日 5mの北京に

傾く桁川)[5の上告」側"jに穿孔された大裂の yポ (8)

の休部半身が肱たえられていた。前期lの l;出打'f，}.~。

SK9823 東部市端にある、前iU，O.6mの円形の浅い士
坑。盟mm~に櫛附波状紋をもっq，畑lのツボがみつかってい

る。小引のu出版lJと思われる。
SD9829 西部北側の制約 2m 、 長さ約8. 5 m 、深さが~03

mの端。北東に向かつてやl'ぴ、*は市北方向の椛に切ら

れ、 J tは暗に~たっている。 t枠内は rr百尚色白明い土で、

大口tの|一;誌が品まっている。内部の上は数度にわたり唯

在il、 l訟のほとんどは仁府からみつかった。 」械には

流された仮跡は少なく 、1"1例体の破片がまとまっている

ものの、設irtされた椋下はないことから、この場に廃棄

されたものと考えられる。w，i極はツポとカメで占められ、

u帯以外には石包丁や石鍬 ・石錐などの行総やサヌカイ
卜片、大ぷりのイヲや炭化Lた木製品などがみつかった。

第37図 SK9814 (車から)

第38図 SK9816(南から)

1: W.iは慨ね弥生時代中Jl1nFi半のもので、 tJ'.~J商館庄の | 第39図 SK9823 (北東から)
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加の{也、制紋 l加も合まれてい

る。

S09828 内側Jt端にある、制

約1.5m、1.在約2.7m以 i、深

さが'jO.35mのl判北方向の減。西

側で 8D9829を切る。 .~~U:k色粘

1:"'~Hil L、 | 命保 ・ 石w，~がみつ

か勺ている。

S09840 ' 1 '火 Jt~;;J 由、制約0.6

m、1{さ約I.7m以|、深さk!j

0.05mの桝。 Jtはトレンチ外に

続主、内 i'ff~!;:!，tl荻色粘 lーが人る。

ほぽ完11>の総合 (9)等がみつ

かっている。

S09826 巾火を南北に縦断す

る情。恥i約0.3m-0.6m長さ 9

m以 l 、 I判北は~\!に当たる。 内

部からは 1出品やil¥0.2m 何度の

λきさの{-jがみつかっている。

切り代いl出係から此も新しい泊

梢である。

この他にも弥生 j".r.:i.イ1器の

fiまれたiii桝が多くみつかって

いる。 i立捕にはトレンチ外に伸

びるものも少なくなく 、刈辺へ

の泊跡町民闘がF怨される。

(3) 遺物

今岡田，，1併でみつかった La日

は、コンテナにLておよそ15m

を数える。ほとんどを弥生 l総

が山め、 I-.n，p¥i:， ・3iI442H2Fが続

く。またほ的に少ないながらサ

第40図 S09829 (西から)

第41図 S09829(北東から)

第42図 S09829土器出土状況
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ヌカイト製のイ1日4・刈YltF

もみつかった。劇作幣fl1f'l'

l1中のため、 1/，)01査は!なも

のの内、Alli状d/の山いも

のに，1めた。

]-7は、 S])9829から

みつかった|掠のうちの E

なものである。 l加は全体
第44図 SD9829完掘状，兄

((.1に砂粒を言。<ftiんだJJfiIである。

l はJ I ，.~~，14飽昨のツボで、 口保 1 7.8cm 、 出品26.8cm

を抑l る。 少し傾いた " U部はk.きく外反し、端m~を丸

〈収める。球JI:lの体却を持ち、底部は広めで厚く、わ

ずかにあげ肢である。刷律は15.6cmで、口慌が桝i毛を

Lのぐ。J増減のため、体，.'ffi以 トの調幣はわからないが、

].，鋭部はヨコナデで凋幣され、顕部とn部にはそれぞ

れ8条-'1¥{古田櫛柿Il'f綜紋が3段胞されている。

2は]]符11.3clI1、総{:i33.4cmを測るアポである。11

， . • d 6 ~ 
， 'f・1
• 
第45図 石器

縁部は外側にわずかに広がりつつ直行し、端部外側に小さ!J.1mを持つ。日は緩やかに広が

り 、 f占j巨の休部、 }t\:m~はJ'正く平らである。肘筏は 1 9.9cm で、 !寸 1干を大きくしのぐ。胎 1-- は

砂利をAみ]' ]舵色。 11副部には 8条一単純の備UIWi'T綜紋が 5 段めぐる。 ~i捕には定みを持っ

た櫛怖心線紋が4段めぐり、そのうち上2段分には、縦万向の11'(料l紋21]¥ (，'1のセットが4

か19'rに施される。1-1'郎 1-半にも3段分の櫛摘出線紋がめぐる。 l市械のためJJ4世はわからな

いが、版部内，(，1にはmオサエ泌が明瞭である。
3は円筏]8.8cmのツポ11縁部である。大きく外以Lた円鋭部と制lい'fi却を持つ。船時は

地判lに向いl引くなり、端部外側にi国を持つ。全体にヨコナデされ、内，(11F方に、指オサエ

瓜が妓る。

4はよい'Ii部を持ったツポの口縁部で、円筏20.4cmを測る。円鋭部は外1xL-、品l揖tを外

側に小さく折り返し丸く収める。頭部がl平〈 、Iiに向い緩やかに外l足する。内'(11はナデ、

ヨコナデでl羽略され、外出はタテハケがされる。

5は]，1干]9.8cmのカメの 1-.'1'部である。胴径は円i韮を越えなし、。

6は111J¥20.7cmのカメの上半却である。円鋭部は肉l早で、胴向は111干を組えない。 n総

部内，111にはヨコハケがされ、体部外面には、車11いタテハケが施される。

7は大仰のカメで、33.8cmのnl千を持つ。矧問1で折れる口総を持つ。nu端部には3条

29 
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第46図遺物実測図
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から5条の斜行するi:t線をijl<。体部は矧部からl白線的に広がり、胴簡は口慌をLのぐ。

外I(ijはタテハケがされていたと思われる。

この他、この椛からみつかった |器の中には、ツポではたて方向田櫛町11波状紋をfJfつも

の、カメでは口縁端部に刻み目を持つものなどが航認される。構内のill物は概ね中期前半

のものである。

8は8K9816からみつかった YポのF半部である。体剖灯、一方を穿孔しておりl白徒約 2cm 

の孔を持つ。広く安定 Lた底部を持っている。 n'3i~と巴われる破片には 6条分の平行する

比紛がみられる。前期後半のもので、士苦言桁と Lて111いられている。

9は809倒Oからみつかった小別総台で、 i自存率カ'11い。受け部はやや制書、 4i形であ

る。口径9.4 cm 、:r.~r\:i9.8cm、ほ従9.6皿を il'l る。脚部は LIJ~で、偏向、おI'tは鵡〈、上方に

はiUf予0.8四の孔が三1jにあけられている。談褐色を量し、胎上はやや街。比較的小さな

砂粒を含む。古段隣の庄内式一1..器である。

迫構からは石慌が少)，1であるがみつかっている。石器は製品と材料・ま'J)-'，に分けられる。

製品では、有包丁 ・右舷 ・石鰍 ・イヨ匙 ・石斧がみつかっている。石包r. :{:;斧以外はサヌ
カイト製のものである。石斧は白色の雌い石材で作られている。剥J¥はサヌカイ卜で、 自

然I(，iの妓るものやナイフ状の薄いもの、 0.1-0.3問符肢の小Hの集まりなどがみつかった。

141 まとめ

以 1、今回の成果を概似してきた。もう一度軽FI!L、調査のまとめとしたt、
縄紋時代 l世朗自二l総が809829などの.ii'l棉から弥'I'.，U慌に混じってみつかっている。調
台地の凶150mにあるI1I的抑制には、この時代のものとされる石締が所蔵されており、川

辺でのill物白プE凡が長らくJTI1与されていた。今l副初めて何時代の造物がみつかり、相l'社所

i~MIJ~J司辺からみつかった可能性も高まったものと考えられる。

弥生時代 前期では、調査地の点側部分に横たえたツポの入った士坑や十総Hが多く入っ

た不特形 U1eがみつかっている。これらはそれぞれ I:ir.i制基 ・土坑基と唱えられ、この-

.:l~が製品高の悲境の一郎であったとみられる。 '1'1111の上総相指も隣接しており、継続して芸

域であったといえる。

中JTIでは、東側部分の必地のほか河側からtl';.1::峨すzがみつかっている。 特に 809829

からみつかった大1止の土日ii・6端、石片等は、抗された痕跡が少なくその樹にJ.iiMされた

と布えられる。しかしこの綿は北京で他の満や援に切られており、全貌は不明で、性絡も

はっきりしないが、後続する時期のi白物はみつからず、中JTI<D早い段階にAlit廃棄された

ことカまわカ‘る。

これらの;n柑 ・地物の存イ「は、上出 ・石部を使川していた集団のJi'H:i'地が近隣にイィ夜L
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ていることを示す。到杭、これに対応する集部i白桃自存在は日;認されておらず、今後の川

辺での剥先にJQJ1守されるわけであるが、，IU物のiIi I状訓から、隣接する地区に存イIする可

能刊が刈く、それは北側の台地状ではないかと考えている。

中畑l後二l'から後期のi自梢 ・jJ'J物はみつかっていないが、 8D9840からは、 11i段附の庄内

式1:加の掠合がほぼ完形でみつかっている。

古墳時代以降泊物包合回から、古墳時代のツポ、品料のばか、奈以H年代から平交時代の

l 印lí.昔 ・ ~tüι協や民事Ii陶探なと叫がみつかっている。i1l存状況の良いものもみられ、近くに

i且構の存ギiが-y，坦!されるが、今阿はみつか勺ていなも、。

中1
'
十になると 仰は朝開地とLて利用されたょっで耕作満とIEわれる迂Hmはみられるも

の由、i品物のritも激減する。

今回白調子tでみつかった弥!t一時代のi自梢 ・i自物は川辺地以の調fiでも炉lの少ない時JQJの

ものであり、弥生時代の空白時即lを少し担!めることができたロ史に満からみつかった大11t

の t:1mは一括刊の~.~~、wrな資料であり、今後の調査に斗かされるものである。
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